
 

 

 

 

 

 

 アルコールは血液を通じて全身を巡り、全身の臓器に影響を与えるため、飲みすぎた場合

には、いろいろな臓器に病気が起こる可能性があります。飲酒による影響には個人差が

あり、例えば年齢、性別、体質等の違いによって、それぞれ受ける影響が異なります。 

 

 長期にわたって大量飲酒することでリスクの高まるものとして、 

アルコール依存症、生活習慣病、肝疾患、がん などがあげられます。 

 

上記のようなアルコールのリスクを理解した上で、純アルコール量に着目しながら、 

自分に合った飲酒量を決めて、健康に配慮した飲酒を心がけることが大切です｡ 

 

 

 

 

 

 

 まずはご自身や家族の飲酒量について“アルコールウォッチ”で調べてみましょう。 

アルコールウォッチは、厚生労働省にてリリースされた純アルコール量とアルコール分解

時間を把握するためのWebツールです。 
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上手に付き合いましょう 

生活習慣病のリスクを高める１日当たりの純アルコール摂取量 

男性 40ｇ以上、女性 20ｇ以上 

 

（出典：あなたの飲酒を見守るアルコールウォッチ） 

アルコールウォッチ で検索 または QRコード➡ 

働く世代の健康情報 1２月
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アルコール依存症について 

 アルコール依存症は、大量のお酒を長期にわたって飲み続けることで、お酒がないといら

れなくなる状態で、精神疾患のひとつです。その影響は精神面にも、身体面にもあらわれ

ます。また、仕事や家庭生活など生活面にも支障が出てくることがあります。 

 

 アルコール依存症からの回復には、本人が治療に対して積極的に取り組むことはもちろ

ん、家族をはじめ周囲の人のサポートがとても大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相 談 先 
四日市市保健所 保健予防課 （平日 8:30～１７：１５） 

☎０５９－３５２－０５９６ 
 

電話相談…随時 来所相談…要予約 


